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【科目】機械工学序論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・1 年次
【担当教員】

高橋 秀夫
安田 一美
下田 祐紀夫
石澤 静雄
金子 忠夫
重松 洋一
櫻井 文仁

【授業目標・教育方針】
機械工学を学ぶことを志した学生に、機械工学とはどのようなものか、また、機械工学の面白さを理解し、機械工学
への導入、動機付けをはかる。

【授業概要】
機械工学科へ入学した新入生は、これから学ぶ機械工学についてそれぞれ思いを巡らせていることと思う。しかし、
機械工学とは何か、実際にどのようなことを学習し、どのような知識や技術が身について、それらがどのような分野
に役立つのか、また、機械工学を学ぶ過程や機械技術者になったとき、どのような楽しさや充実感があるか等、具体
的にはなかなか分かり難いと思う。
この授業は、機械工学のほとんどの教官が担当し、それぞれの教官の専門分野について、分かりやすい具体的な事例
を示しながら、機械工学への導入教育を行うのが目的である。一年生の段階では、本格的に機械工学を学ぶために必
要な数学や物理学等の基礎的な知識は不足しているが、数式を用いて厳密な説明を行うことがこの授業の目的ではな
い。
この授業を通して、機械工学の概要を正しく理解し、これから学ぶ機械工学に対して大いに疑問や好奇心を抱いてい
ただきたい。
授業は機械工学科の大部分の教官が担当する。それぞれの担当時間は６～８時間（３～４回）である。時間割等の都
合によって、必ずしも以下の順に行うとは限らない。

【教科書・教材・参考書 等】
担当教官が指示する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくになし（座学）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：機械工学序論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 2 回 機械工学とその基礎 機械工学とは、機械工学に使用される単位、補助単位
自動車の動く仕組み

3 ～ 4 回 材料と強さ（材料力学研究室　
安田教官）

壊れにくい機械を作るには、力と応力、変形とひずみ
材料力学を理解するための基礎　数学はどう使われる
か。

5 ～ 6 回 工業材料の性質（工業材料研究
室　金子教官）

金属の一般的な性質（機械、電気、熱的性質）
結晶構造
身近な金属材料（鉄鋼、銅、アルミ）

8 回 中間試験 ここまでに習ったことについての試験
7，9 回 エンジンと機械工学（熱力学研

究室　高橋教官）
エネルギーの形を変える装置　エンジン
エンジンの種類と性能
エンジンと機械工学の関わり

10，11 回 コンピュータ制御による機械加
工（加工技術研究室　下田教官）

加工の歴史と人間生活よの関わり
加工法の種類と特徴
コンピュータを使った切削加工の最先端技術

12，13 回 製品の機能と機械加工（加工技
術研究室　櫻井教官）

機械工学における加工の役割
製品の機能とそれに基づく加工法
特殊加工

14，15 回 ロボット工学の現状（メカニズ
ム研究室　重松教官）

マニピュレータの機構と制御
歩行ロボット
マイクロマシン
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